
 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 
 

学 校 名 関市立板取小学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月２５日（土） 

実 施 概 要 

 
 地域参観日 
・本校の伝統芸能「株杉太鼓」と全校合唱の発表 
・家庭教育学級の取り組みとして、「情報モラル」についての講演会 
・家庭教育学級の取り組みと学校の道徳教育の取り組みとしての「心温
まる話」の交流会 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □レ文化   □産業   □レその他 

 公開の方法 
  □授業公開 □レ成果発表 □レ交流活動 □レ講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 ２０   人 
計 ２５ 人 

地域関係者 ５   人 

実 施 状 況 

「株杉太鼓・合唱」の発表 

 本校の伝統芸能である「株杉太鼓」と全校合唱を披露した。「株杉太鼓」
は、地域の外部講師の指導のもと毎年取り組んでいる。「合唱」も地域の
外部講師に専門的な指導を受け、学習成果の発表を行った。 

「情報モラル」についての講演会 

 情報機器の発達によって、本地域でも情報モラルについて知る必要があ
り、家庭教育学級として取り組んだ。 

「心温まる話」の交流会 

 家庭教育学級として、毎年取り組んでいる心温まる話を交流した。全校
児童、保護者、教職員が心温まる話を提供し、その一部を交流した。子ど
も同士の関わり、親子の関わりなど、何気ないかかわりが、心を温めるこ
とを交流し合うことができた。 

成果及び課題 

「株杉太鼓・合唱」の発表 

 地域に根差した伝統芸能を引き継いでいこうとする意欲が高まってい
る。多くの人の前で発表することにより、普段少人数で学習し、表現力に
不安がある子どもたちであるが、堂々と発表することができた。 

「情報モラル」についての講演会 

 家庭によって、情報機器の持たせ方について差がある。保護者の感想か
ら、成長するにつれて情報機器をうまく活用できる子になってほしい。今
後も情報を知り、家庭でも話し合っていきたい。 

「心温まる話」の交流会 

 何気ないかかわりが心を温めることを再確認でき、道徳教育と関係付け
ながら、子どもたちの心を耕したい。 

 


